平成20年4月17日
鎌倉市自治基本条例策定市民会議

第6グループ　大嶋勝衛

　動議　
　私は、この市民会議を進めるに当たり、①まず「基本条例が何を実現し達成するものか」を最優先の議題とし、全体会で議論を尽くし共通認識のための努力をすること、及び②それと並行して「素案」の完成までに、今後全体会が何をどのように討論すべきかを計画し、全体会に報告・勧告するための数名の小委員会をただちに発足させること、を動議として提案致します。

　提案の趣旨　

　2月6日の第34回全体会で6グループからの今後の「条例策定のすすめ方」についての5項目の提案が審議され、つづく2月21日の第13回幹事会で、提案の 1～3は当然のこととして採択され、4/5については今後の討議の中でとりあげることが確認されたことは、ぞれぞれの「会議の概要」に記録されております。しかし、そこで提案された内容は実行されぬまま、今日を迎えています。
　自治を標榜する市民の団体で、自ら決めたことが実行できないことは、恥ずべきことであり、今後の提言にもよい影響は無いと思われます。

　市政の根幹をなすルールを扱う条例でありますから、会員からは公正、平等に英知を集め、また一般の市民からも積極的な提言を求めて、できるだけ多数の参加で、議論を尽くしながら策定すべきことは、当然と考えます。

　よって、まず「何のための条例か」についての共通認識のための討論を先行し、同時に「どのような進め方が最も目的にかなうか」を考えて提案する小委員会を、執行部提案のスケジュールに疑問を呈された方々の中から、ボランティアを募って直ちに組織することを提案するものです。　　　　　　　以上
　なお、ご参照のために、12月25日提案、2月6日審議の5項目の提案を以下に再録します。
条例策定のすすめ方についての提案

1、以後は目標ごとに議論を尽くし、共通認識が生まれたことを確認してから次へ進む。

2、何をする条例かの原点（誰に向って、誰のために、何を）を再確認する。

3、条例を構成する枠組み、内容が必要充分条件を充たすものかをまず検討する。

4、策定委員会は大綱案提出で解消し、以後の検討は、グループ相互の討議を経て、全体会で行なう。

5、条例化に当たっては起草委員を選定し、全体会への原案の提出を委嘱する。
